
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
１
２
５
万
件
も
の
日
本

年
金
機
構
の
年
金
情
報
漏
洩

問
題
で
わ
か
る
よ
う
に
、
情

報
漏
洩
が
大
変
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
請
願

は
、
残
念
な
が
ら
、
賛
成
５
人
、

反
対
30
人
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
藤
沢
市
は
実
施
に
向
け

た
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
が
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
６
月

補
正
予
算
に
は
個
人
カ
ー
ド

交
付
業
務
費
と
し
て
２
億
円

あ
ま
り
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

Tel:(25)1111( 内 )5649　Fax：(28)3660

市議会報告
(E-mail) f-kyosan@cityfujisawa.ne.jp

日本共産党
藤沢市議団

藤沢市議会議員

柳沢潤次

ご意見・ご要望をお寄せ下さい

( ホームページ ) http://www.ne.jp/asahi/jp/fujisawa/

２０１５年７月号

№２４１ 藤沢市議会議員

山内幹郎
藤沢市議会議員

土屋俊則

（連絡先）藤沢市役所新館７階

共：日本共産党 (4)　か：かわせみクラブ (7)　公：藤沢市公明党 (6)　松：自由松風会 (6)　自：自民クラブ藤沢 (4+議長 )　
さ：さつき会 (3)　改：改進無所属 (2)　ア：ｱｸﾃｨﾌﾞ藤沢 (1)　市：市民と歩む会(1)　維：ふじさわ維新 (1)
建設：建設経済常任委員会　子ども：子ども文教常任委員会　厚生：厚生環境常任委員会　総務：総務常任委員会

「戦争法案」についての請願・陳情に対する各会派の態度 　○：賛成　×：反対　ー：当該委員なし

藤沢市議会議員

味村耕太郎

主な議案・請願・陳情など各会派の態度

議案・請願・陳情・意見書の要旨 共 か 公 松 自 さ 改 ア 市 維 委員会 結果

マイナンバー制度実施を延期し、廃止を求める意見書提
出の請願（湘南民主商工会提出） ○ × × × × × × ○×× 本会議 否　決

旧藤沢高校跡地の取得及び労働会館と公民館の合
築についての陳情（（藤沢高校跡地を守る市民の会等が提出） ○ × × × × ー ー ×ー× 総務常任 不了承

河野談話の撤回を求める意見書提出の陳情（國心魁　提出） × × × × × ー ー ×ー× 総務常任 不了承

神奈川県最低賃金改定等に関する意見書について（県連合提出） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○○○ 建設経済常任 了　承

保険診療への消費税ゼロ税率課税の意見書提出の陳情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（県保険医協会提出）○ ○ × × × × ○ ーーー 厚生環境常任 不了承

藤沢市民病院の差額ベット代値上げの条例改正 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ 本会議 可　決

平成 27 年度藤沢市一般会計補正予算（第 1号） × ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○ 本会議 可　決

羽鳥 NTT 社宅跡地と新産業の森の地区計画見直しの条例改正 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ 本会議 可　決

共：日本共産党 (4)　か：かわせみクラブ (7)　公：藤沢市公明党 (6)　松：自由松風会 (6)　自：自民クラブ藤沢 (4+議長 )　
さ：さつき会 (3)　改：改進無所属 (2)　ア：ｱｸﾃｨﾌﾞ藤沢 (1)　市：市民と歩む会(1)　維：ふじさわ維新 (1)
建設：建設経済常任委員会　子ども：子ども文教常任委員会　厚生：厚生環境常任委員会　総務：総務常任委員会

　○：賛成　×：反対　ー：当該委員なし

議案・請願・陳情・意見書の要旨 共 か 公 松 自 さ 改 ア 市 維 委員会 結果

日本を「海外で戦争する国」にする「安全保障関連法案」
に反対する意見書提出を求める請願（湘南民主商工会提出） ○ ○ × × × × ×○○× 本 会 議 否　決

戦争につながる安全保障関連２法案（国際平和支援法案、
平和安全法制整備法案）の廃案を国に求める意見書提出
についての陳情（新日本婦人の会藤沢支部提出）

○ ○ × × × ー ー○ー×
総 務 常 任
委 員 会

趣　旨
不了承

安全保障法制の国会審議について、国民が理解できるよ
うに審議を尽くすことを求める意見書提出の陳情
　　　　　　　　　　　　　　（立憲主義を考える藤沢市民の会提出）

○ ○ × × × ー ー○ー×
総 務 常 任
委 員 会

趣　旨
不了承

「
戦
争
法
」
反
対
の
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
・
陳
情

を
否
決
！

藤 沢 市
６月市議会

　

藤
沢
市
議
会
６
月
定
例

会
に
、
国
会
で
大
問
題
に

な
っ
て
い
る
「
戦
争
法
案
」

に
反
対
す
る
意
見
書
を
国

に
提
出
し
て
欲
し
い
と
言

う
請
願
１
件
と
陳
情
２
件

が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　

審
議
し
た
総
務
常
任
委

員
会
で
は
、
提
出
者
か
ら
５

分
間
の
陳
述
が
行
わ
れ
た

後
、
紹
介
議
員
や
市
当
局
へ

の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
桜
井
直
人
議
員

（
自
）
と
松
下
賢
一
郎
議
員

（
公
）、
堺　

英
明
議
員
（
維
）

の
三
人
が
反
対
討
論
を
、
原

田
と
も
子
議
員
（
ア
）、
土

屋
俊
則
議
員
（
共
）
の
二
人

が
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
は
、
賛
成

３
人
、
反
対
４
人
で
請
願
は

否
決
、
陳
情
は
趣
旨
不
了
承

に
な
り
、
市
民
の
願
い
は
、

か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

賛
成
討
論
に
た
っ
た
、
土

屋
俊
則
議
員
（
共
）
は
「
戦

後
70
年
、
戦
争
の
反
省
の

上
に
立
っ
て
出
発
し
た
は

ず
の
日
本
が
、
い
つ

の
間
に
か
自
衛
隊
の

海
外
派
兵
を
拡
大

し
、
歴
代
自
民
党
政

府
が
憲
法
で
容
認
で

き
な
い
と
言
っ
て
き

た
集
団
的
自
衛
権
に

踏
み
込
み
、
自
衛
隊

を
戦
地
に
派
兵

し
、
殺
し
殺
さ

れ
る
戦
闘
を
行

う
、
こ
ん
な
こ

と
は
断
じ
て
許

さ
れ
ま
せ
ん
。

戦
争
法
案
は
廃

案
に
す
べ
き
で

す
。」
と
主
張

し
ま
し
た
。

市民の税収強化・社会保障給付削減・個人情報漏洩が
危惧されるマイナンバー制度！
　実施を延期・廃止を国に求める
　　　　　　　意見書提出の請願を否決！

藤
沢
市
議
会
６
月
定
例
会
の
４
常
任
委
員
会
で
市
民
か
ら
の

請
願
・
陳
情
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
（
結
果
は
下
表
参
照
）。
日

本
共
産
党
議
員
団
は
、
市
民
の
目
線
で
市
民
の
正
当
な
要
求

に
は
全
て
賛
成
、
市
民
の
利
益
に
な
ら
な
い
議
案
に
は
き
っ

ぱ
り
反
対
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
は
延
期
・

廃
止
を
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
今

年
の
10
月
か
ら
12
桁
の
個
人

番
号
が
割
り
振
ら
れ
、
来
年

一
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。　

政
府

は
、
今
の
国
会
に
税
・
社
会

保
障
・
災
害
に
限
っ
て
い
た

範
囲
を
金
融
口
座
や
医
療
情

報
ま
で
広
げ
る
法
案
を
提
出

し
て
い
ま
す
。
個
人
情
報
が

一
元
的
に
管
理
さ
れ
、
政
府

に
よ
る
国
民
の
監
視
や
管
理

が
行
わ
れ
、
徴
税
の
強
化
や

社
会
保
障
給
付
の
削
減
が
危



○
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
！

○
藤
が
岡
２
丁
目
の
整
備
は
住
民
合
意
で
！

　
　
　
　
　
　
　

市
議
会
議
員
　
土
屋
俊
則

高
す
ぎ
る
保
険
料
を
法
定
外
繰
入

金
を
11
億
円
増
や
し
、
一
人
一
万

円
の
保
険
料
引
き
下
げ
を
主
張
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
の
負
担
を
軽

く
す
る
た
め
に
、
応
能
（
所
得
割
50
％
）、
応
益
（
世
帯
割

＋
均
等
割
で
50
％
）
の
比
率
を
「
応
益
割
」
の
比
率
を
下

げ
る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
が
す
す
め
て
い
る
、
国
保
の
「
都
道
府
県

単
位
化
」
を
批
判
。
社
会
保
障
と
し
て
の
国
保
を
守
る
立

場
に
立
つ
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

藤
が
岡
２
丁
目
の
再
整
備
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
納
得

と
合
意
を
前
提
に
す
す
め
る
よ
う
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

○
子
ど
も
の
医
療
費
中
学
卒
業
ま
で
無
料
に
！

○
高
・
大
学
生
の
奨
学
金
創
設
を
！

　
　
　
　
　
　
　

市
議
会
議
員
　
味み

む
ら
こ
う
た
ろ
う

村
耕
太
朗

　

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
中
学
校

卒
業
ま
で
の
拡
充
と
高
校
・
大
学

生
向
け
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
の

創
設
を
市
民
の
声
も
突
き
つ
け
な

が
ら
市
に
求
め
ま
し
た
。
大
学

生
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設

に
つ
い
て
は
、
市
当
局
か
ら
「
大
学
な
ど
で
就
学
の
機
会
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
奨
学
金
制
度
は
大
変
重
要
。

本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
奨
学
金
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
の
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
質
問
で
取
り
上
げ
た
課
題
は
若
者
の
未
来
に
か
か
わ
る
問

題
の
ひ
と
つ
で
す
。
私
も
そ
の
一
員
と
し
て
、
若
者
の
声
を

届
け
る
活
動
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
！

○
市
長
は
「
戦
争
法
」
に
反
対
を
！

○
ご
み
の
焼
却
は
抑
え
減
量
資
源
化
を
！

　
　
　
　
　
　
　

市
議
会
議
員
　
柳
沢
潤
次

　

憲
法
違
反
の
「
戦
争
法
案
」
は

藤
沢
市
が
核
廃
絶
・
恒
久
平
和

を
め
ざ
し
た
、「
宣
言
」
と
「
条
例
」

の
精
神
に
反
す
る
。
反
対
を
表

明
す
べ
き
と
質
問
。
市
長
は
「
法

整
備
は
立
憲
主
義
の
も
と
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
」
と

し
な
が
ら
も
「
国
会
で
の
十
分
な
審
議
が
必
要
」
と
答
弁

し
反
対
を
表
明
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ご
み
処
理
の
問
題
で
は
、
国
の
焼
却
優
先
政
策
で
は
な

く
、
市
民
の
協
力
の
も
と
、
分
別
を
徹
底
し
減
量
・
資
源

化
す
べ
き
と
主
張
。
ま
た
、
増
え
て
い
る
事
業
系
ご
み
の

減
量
策
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ご
み
処
理
の
有
料
化

は
廃
止
す
べ
き
、
当
面
、
袋
の
値
段
を
半
額
に
と
主
張
。

○
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
を
！

　
　
　
　
　

市
議
会
議
員
　
山や

ま
う
ち
み
き
お

内
幹
郎

　

地
元
住
民
か
ら
辻
堂
東
海

岸
４
丁
目
の
県
職
員
住
宅
跡

地
に
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を

建
設
し
て
ほ
し
い
と
の
強
い

要
望
を
受
け
て
、
５
月
か
ら
取
り
組
ん
だ
70
世
帯
の

訪
問
調
査
の
結
果
を
も
と
に
質
問
し
ま
し
た
。
質
問

で
は
特
に
、
高
齢
者
な
ど
避
難
困
難
者
対
策
と
し
て

も
近
く
に
避
難
タ
ワ
ー
建
設
が
必
要
で
あ
る
こ
と
訴

え
ま
し
た
。
回
答
は
「
県
に
対
し
て
、
今
後
の
土
地

活
用
の
方
向
性
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
避

難
施
設
と
し
て
の
必
要
性
や
可
能
性
を
検
討
す
る
」

と
の
こ
と
で
し
た
。　

今
後
も
実
現
に
向
け
て
、
地

元
住
民
の
み
な
さ
ん
と
ね
ば
り
強
い
運
動
を
続
け
て

ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日本共産党
藤沢市議団

地方選挙後初めての市議会終わる
市民の声を議会で積極的に発言！

４
人
の
一
般
質
問
要
旨
を
報
告
し
ま
す

　

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
で
３
人
か
ら
４
人
に
増
え
た
日
本
共
産
党
議
員
団
の
最
初
の
６
月
定
例
市
議
会
が
６
月
24
日
終

了
し
ま
し
た
。
本
会
議
で
の
質
疑
・
討
論
、
４
常
任
委
員
会
・
一
般
質
問
と
「
市
民
の
声
を
議
会
に
届
け
」
市
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

その他
　議会審議から

○国保料今年も
　値上げの報告
　一人平均2063円。3年

　間で1万円を超える値上げ。

　一人平均国保料110,560円。

○市民病院東館
　新築に伴い差額
　ベットを増やす
　条例改正
　差額ベット 18室から48室

　に。党議員団は反対。

○保育園の待機
　児童は国基準
　で83人と公表？
　実際の待機児童は、申請し

　ても入れない 1074人。　

　早く安心して入れる認可　

　保育園の建設こそ必要。

○学童クラブ待
　機児童122人
　2０１9年度までに、新たに

　33施設を整備。 定員数　

　を4000人までに拡大。


